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去
る
十
月
六
日
午
後
二
時
か
ら
、
東
京
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
て
、
本
会
の
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今

次
理
事
会
に
は
中
村
康
隆
会
長
狙
下
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
ご
導
師
に
よ
る
三
帰
依
文
唱
和
、
ご
挨
拶
に
つ

づ
い
て
、
寄
付
行
為
の
規
定
に
し
た
が
い
伊
藤
理
事

長
を
議
長
と
し
、
議
事
録
署
名
人
に
奥
邨
正
寛
、
森

田
禅
朗
の
両
師
を
選
ん
で
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
案
第
一
号
「
承
認
を
求
め
る
件
」

①
常
務
理
事
の
変
更
に
つ
い
て

②
真
理
舎
退
会
の
件

　
右
記
二
件
が
伊
藤
理
事
長
よ
り
一
括
上
程
、
菅
野理事会で説明する上坂悟氏

　　

@　
総
務
部
長
よ
り
説
明
。
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
二
号
「
平
成
七
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針

に
つ
い
て
」

　
伊
藤
理
事
長
よ
り
上
程
、
鷲
尾
財
務
部
長
よ
り
説

明
。
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
三
号
「
仏
教
国
会
議
員
懇
話
会
（
仮
称
）
設

立
の
件
」

　
伊
藤
理
事
長
よ
り
上
程
、
白
幡
事
務
総
長
よ
り
説

明
。
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

協
議
事
項
そ
の
一
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
マ
ヤ
堂
修
復
事

業
の
現
況
と
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
」

　
川
井
理
事
（
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
委
員
長
）
よ

り
、
今
日
ま
で
の
経
過
と
最
近
の
状
況
に
つ
い
て
概

要
の
説
明
が
あ
り
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
に
お
い
て
発
掘

調
査
を
行
っ
て
い
る
考
古
学
者
の
上
坂
悟
氏
よ
り
調

査
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
鷲
尾
財
務
部
長
よ
り
、

予
算
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
、
ま
た
石
川
国
際
文
化

部
長
よ
り
財
政
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　
各
理
事
か
ら
、
種
々
の
質
問
お
よ
び
意
見
が
出
さ

れ
た
。

協
議
事
項
そ
の
二
　
第
十
九
回
W
F
B
世
界
仏
教
徒

会
議
バ
ン
コ
ク
大
会
　
会
議
テ
ー
マ
「
仏
教
徒
の
取

る
べ
き
道
『
調
和
と
平
和
へ
の
道
』
」
こ
の
テ
ー
マ

に
基
づ
く
本
会
の
大
会
提
案
に
つ
い
て

う
　
　
p

　
石
川
国
際
文
化
部
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
国
際
委

員
会
委
員
長
と
検
討
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

報
告
事
項

①
日
宗
連
主
催
第
十
一
回
「
宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
に
つ
い
て

　
菅
野
総
務
部
長
、
長
谷
川
顧
問
弁
護
士
よ
り
報
告

さ
れ
た
。

②
各
種
委
貝
会
委
員
の
変
更
に
つ
い
て

　
菅
野
総
務
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

　
本
年
度
第
二
回
の
ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会
が
、
十
月

三
日
午
後
二
時
か
ら
、
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ

れ
た
。

報
告
事
項
　
議
事
に
先
立
っ
て
石
川
国
際
文
化
部
長

よ
り
六
月
十
一
～
十
六
日
の
カ
ト
マ
ン
ズ
、
ル
ン
ビ

ニ
ー
園
出
張
の
報
告
と
、
川
井
委
員
長
よ
り
入
構
二

十
六
日
～
九
月
三
日
の
L
D
T
理
事
会
出
張
の
報
告

が
行
わ
れ
た
。
ま
た
考
古
学
者
の
上
坂
氏
よ
り
調
査

の
現
状
報
告
が
行
わ
れ
た
。

議
題
一
　
今
後
の
事
業
方
針
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

る
件
　
当
委
員
会
が
事
業
執
行
の
委
貝
会
で
あ
る
こ
と
を

委
員
会
規
約
に
基
づ
き
確
認
し
、
考
古
学
調
査
の
経

過
と
今
後
の
予
定
、
予
算
の
執
行
状
況
と
見
直
し
、

マ
ヤ
堂
の
設
計
計
画
、
蟹
騙
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が

行
わ
れ
た
。

一2一
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第
十
一
回
　
宗
教
と
税
制
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
財
）

　
日
本
宗
教
連
盟
主
催
の
第
十
一
回
「
宗
教
と
税
制

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
、
去
る
九
月
三
十
日
（
金
）
午

後
二
時
よ
り
、
東
京
の
立
正
夢
成
会
セ
レ
ニ
テ
ィ

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、
約
百
四
十
人
の
参
加
者
を
集
め

て
開
催
さ
れ
た
。

　
伊
藤
治
雄
生
仏
理
事
長
の
挨
拶
に
引
き
続
き
、

「
税
制
改
革
の
動
向
と
宗
教
法
人
」
の
テ
ー
マ
で
、

大
蔵
省
主
税
局
税
制
一
課
企
画
官
の
藤
岡
博
氏
の
講

演
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
、
全
農
顧
問
弁
護
士
の
長
谷

川
正
浩
師
の
司
会
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
以
下
、
藤
岡
企
画
官
の
講
演
の
要

旨
を
掲
載
す
る
。
　
　
　
　
　
（
文
責
　
社
会
部
）官画企博岡藤

日
本
宗
教
連
盟

　
本
日
は
税
制
改
革
の
あ
り
方
と
、
宗
教
法
人
を
含

む
公
益
法
人
課
税
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　
今
日
、
わ
が
国
で
は
高
齢
化
社
会
に
向
け
て
の
財

政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
平
成
六

年
度
末
の
公
債
残
高
は
約
二
百
兆
円
、
国
家
予
算
の

二
・
七
年
分
に
な
っ
て
お
り
、
国
も
地
方
も
た
い
へ

ん
苦
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。
国
の
借
金
は
国

民
一
人
当
た
り
一
六
一
万
円
、
四
人
家
族
で
六
四
四

万
円
に
な
り
ま
す
。
日
本
は
こ
れ
か
ら
急
速
な
高
齢

化
社
会
を
迎
え
ま
す
。
長
生
き
し
て
平
和
な
生
活
を

送
れ
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
す
が
、

財
政
面
か
ら
は
年
金
な
ど
の
支
払
い
が
増
え
て
き
ま

す
の
で
、
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　
こ
の
点
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
先
頃
、
与
党
の
「
税
制

改
革
の
大
綱
」
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
ま
ず
一
つ
に
は
中
堅
所
得
者
層
を
中
心
に
し

た
三
兆
入
千
億
円
の
所
得
税
減
税
で
す
。
次
に
収
入

の
柱
は
消
費
税
で
す
が
、
所
得
・
消
費
・
資
産
へ
の

課
税
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
税
体
系
の
構
築
が
大
き

な
課
題
で
す
。
．
ま
た
恒
久
減
税
と
は
別
に
、
景
気
対

策
と
し
て
の
二
兆
円
の
減
税
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
宗
教
法
人
に
対
す
る
税
金
が
ど
う
な
る

か
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。
　
「
税
制
改
革
の

大
綱
」
に
は
、
　
「
公
益
法
人
等
課
税
に
つ
い
て
は
、

そ
の
適
正
化
に
つ
と
め
る
」
と
だ
け
書
か
れ
て
い
ま

す
。
宗
教
法
人
を
含
む
公
益
法
人
は
た
い
へ
ん
重
要

な
活
動
を
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
公

益
法
人
の
優
遇
税
制
は
良
い
こ
と
だ
と
い
う
意
見
は

た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
税
金
は

す
べ
か
ら
く
等
し
く
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
も
ご

ざ
い
ま
す
。
結
論
か
ら
申
し
ま
す
と
、
今
回
の
大
綱

に
は
「
適
正
化
に
つ
と
め
る
」
と
い
う
抽
象
的
な
表

現
し
か
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
適
正
化
と
い
う
の

は
、
増
税
と
い
う
考
え
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
適
切

で
正
し
い
運
用
と
い
う
考
え
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
前
者
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
基
本
的
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
益
法
人
等

に
対
す
る
課
税
は
、
収
益
事
業
か
ら
得
る
所
得
に
つ

い
て
は
課
税
し
、
収
益
事
業
以
外
の
本
来
の
事
業
に

よ
る
所
得
に
は
課
税
し
な
い
、
そ
れ
か
ら
預
貯
金
等

の
金
融
資
産
収
益
は
収
益
事
業
で
な
け
れ
ば
非
課

税
、
ま
た
基
本
税
率
三
七
・
五
％
に
対
し
て
、
二
七

％
の
軽
減
税
率
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
収
益

事
業
所
得
の
二
七
％
を
寄
付
金
と
し
て
損
金
算
入
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
株

式
会
社
の
よ
う
な
一
般
法
人
の
税
金
の
お
お
よ
そ
半

分
近
く
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

一3一
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こ
れ
ま
で
の
税
制
改
正
の
う
ち
、
公
益
法
人
等
へ

の
課
税
に
関
し
ま
し
て
は
、
政
府
税
調
の
昭
和
六
一

年
十
月
の
「
税
制
の
抜
本
的
見
直
し
に
つ
い
て
の
答

申
」
で
、
軽
減
税
率
と
金
融
収
益
へ
の
課
税
に
つ
い

て
の
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
五
年
十
一

月
「
今
後
の
税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
答
申
」
、

平
成
六
年
二
月
「
平
成
六
年
度
の
税
制
改
正
に
関
す

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
左
端
か
長
谷
川
野
仏
顧
問
弁
護
士

る
答
申
し
に
お
い
て
も
、
軽
減
税
率
、
収
益
事
業
の

範
囲
、
金
融
資
産
収
益
に
対
す
る
課
税
、
寄
付
金
の

損
金
算
入
限
度
額
の
特
例
に
つ
い
て
の
検
討
の
必
要

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
五
年
に
シ
ャ
ー
プ
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し

て
、
一
般
法
人
の
基
本
税
率
が
三
五
％
と
決
ま
り
、

日
本
の
戦
後
の
税
制
が
確
立
し
た
わ
け
で
す
。
実
は

こ
の
と
き
は
、
公
益
法
人
・
協
同
組
合
等
の
軽
減
税

率
は
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
昭

和
二
七
年
に
普
通
の
法
人
に
対
す
る
基
本
税
率
が
四

二
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
と
き
に
、
公
益
法
人
に
対

す
る
税
率
は
据
え
置
か
れ
ま
し
て
、
一
般
法
人
と
公

益
法
人
と
の
問
に
税
率
の
差
が
で
き
た
わ
け
で
す
。

こ
の
差
が
最
も
開
い
た
の
は
、
昭
和
五
九
年
差
基
本

税
率
が
四
三
・
三
％
の
と
き
、
軽
減
税
率
二
六
％

で
、
一
七
・
三
％
の
差
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
差
を
縮
め
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
収
益
事
業
の
範
囲
は
ど
う
か
と
い
い
ま
す

と
、
現
在
は
三
三
の
項
目
が
収
益
事
業
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
該
当
し
な
い
の
が
非
課
税
で
あ
る
と

い
う
考
え
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
も
世
の
中
の
動
き

に
合
わ
せ
て
、
社
会
的
な
公
正
を
期
す
る
よ
う
、
昭

和
三
二
年
以
降
、
順
次
拡
大
追
加
が
行
わ
れ
て
き
て

い
る
わ
け
で
す
。

　
そ
の
関
係
で
金
融
収
益
課
税
と
い
う
の
は
、
基
本

的
に
は
収
益
勘
定
に
入
っ
て
い
る
金
融
収
益
は
課
税

し
、
公
益
勘
定
の
金
融
収
益
は
課
税
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
実
に
は
、
公
益

勘
定
の
ほ
う
で
処
理
さ
れ
て
い
る
金
融
資
産
の
方

が
、
相
当
多
く
あ
る
ん
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
歴
代
の
税
制
調
査
会
の
答
申

で
は
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
金
銭
貸
付

業
的
な
性
格
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
金
銭
貸
付
業

、
は
課
税
さ
れ
る
の
に
、
銀
行
に
預
け
た
1
1
貸
し
た
も

の
は
な
ぜ
課
税
さ
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
で

す
。
　
そ
れ
か
ら
寄
付
金
の
損
金
算
入
の
特
例
と
い
う
の

が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
は
今
ま
で
あ
ま
り
手
が
加
え

ら
れ
な
か
っ
た
部
分
な
の
で
す
が
、
平
成
六
年
度
の

税
制
改
正
で
は
、
従
来
の
三
十
％
が
二
七
％
に
な
り

ま
し
た
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
か
と
申
し

ま
す
と
、
　
「
平
成
六
年
度
の
税
制
改
正
に
関
す
る
答

申
」
に
お
い
て
、
公
益
法
人
に
は
い
ろ
い
ろ
な
配
慮

が
な
さ
れ
て
い
て
、
相
当
程
度
の
軽
減
が
さ
れ
て
い

る
の
で
、
　
「
軽
減
税
率
の
引
き
上
げ
又
は
寄
付
金
の

損
金
算
入
の
特
例
割
合
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
課
税

の
適
正
化
を
図
る
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
お

り
、
税
率
に
つ
い
て
は
昭
和
六
十
年
以
降
、
四
回
是

正
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
課
税
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
も

見
直
し
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
と
め
ま
す
と
、
政
府
税
調
の
基
本
的
な
考
え
方

は
、
公
益
法
人
へ
の
軽
減
を
廃
止
し
よ
う
と
い
う
の

で
は
な
く
て
、
普
通
法
人
と
の
格
差
を
是
正
し
て
、

公
平
な
税
制
を
築
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一4一
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回
答
・
草
藁
顧
問
弁
護
士
　
　
　
　
…

　　

@　

@　

@
長
谷
川
正
浩
…

【
前
号
の
質
問
と
回
答
の
要
旨
】
契
約
期
間
満
了

に
よ
る
貸
地
の
更
新
料
の
授
受
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
へ
の
対
処
方
法
を
質
問
。
回
答
は
更
新
料
の
法

的
性
質
と
当
然
に
請
求
で
き
る
権
利
の
有
無
を
、

更
新
料
支
払
い
の
合
意
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合

に
つ
い
て
説
明
。
ま
た
法
定
更
新
さ
れ
た
場
合
に

は
遅
滞
な
く
異
議
を
述
べ
る
こ
と
の
必
要
と
、
正

当
事
由
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

《
回
答
の
つ
づ
き
》
そ
こ
で
、
更
新
料
の
合
意
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
に
も
拘
わ
ら
ず
更
新
料
を
支
払

わ
な
い
こ
と
が
、
法
定
更
新
と
な
ら
ず
貸
し
た
土

地
が
戻
っ
て
く
る
一
つ
の
事
情
と
判
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
更
新
料
の
合
意
が
な
い
場
合

（
多
く
の
場
合
は
更
新
料
の
合
意
は
あ
り
ま
せ

ん
。
貴
寺
の
場
合
も
そ
う
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま

す
）
は
、
前
に
も
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
更
新
料
を
支

払
う
こ
と
を
貸
借
人
に
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
か
ら
、
他
の
事
情
で
正
当
事
由
が
な
い
限
り
、
異

議
を
述
べ
て
も
従
前
の
契
約
と
同
一
の
条
件
で
契
約

を
更
新
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
従
前
の
地
代
を
受
け
取
る
と
か
、
受

け
取
ら
な
い
と
か
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
地
代

を
受
け
取
ら
な
い
と
事
実
上
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な

る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
す
。
受
け
取
ら
な
け
れ
ば

借
地
人
は
供
託
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
供
託
す
る
限

り
は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
地
主
と
し
て
ど
う
す
る
か
で
す
が
、
法
定

更
新
と
な
っ
て
し
ま
え
ば
、
借
地
人
が
任
意
に
支
払

わ
な
い
限
り
更
新
料
を
頂
く
こ
と
は
不
可
能
で
す
。

し
か
し
、
東
京
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
更
新
料
の

支
払
い
が
一
般
化
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
あ

る
調
査
に
よ
り
ま
す
と
東
京
二
三
区
内
の
二
二
九
件

の
事
例
中
、
更
新
料
の
支
払
い
が
あ
っ
た
事
例
は
二

〇
入
廷
、
な
か
っ
た
事
例
は
二
一
件
と
の
報
告
が
あ

り
ま
す
（
日
置
不
動
産
鑑
定
士
会
『
借
地
期
間
満
了

に
伴
う
更
新
料
の
実
態
調
べ
』
）
。
そ
こ
で
お
寺
と

し
て
は
気
長
に
時
を
待
っ
た
方
が
よ
い
か
と
思
い
ま

す
。
長
い
間
に
は
必
ず
、
地
主
の
印
鑑
が
借
地
人
に

必
要
に
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
と
き
に
も
う
一
度
更

新
料
の
支
払
い
を
懲
悪
し
て
み
ら
れ
た
ら
如
何
で
す

か
。
更
新
料
の
額
が
適
切
で
あ
る
限
り
、
更
新
料
を

支
払
っ
た
他
の
借
地
人
と
の
均
衡
、
適
正
賃
料
と

現
行
賃
料
と
の
差
な
ど
を
お
話
し
に
な
っ
て
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
最
高
裁
判

所
の
判
決
（
判
例
時
報
一
一
一
六
号
、
四
一
頁
）

は
「
更
新
料
の
支
払
い
は
賃
料
の
支
払
い
と
同
様

更
新
後
の
賃
貸
借
契
約
の
重
要
な
要
素
と
し
て
組

み
込
ま
れ
、
そ
の
賃
貸
借
契
約
の
当
事
者
の
信
頼

関
係
を
維
持
す
る
基
盤
を
な
し
て
い
る
」
と
い
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
適
正
な
更
新
料
で
あ
る
限

り
、
こ
れ
を
払
っ
て
地
主
と
信
頼
関
係
を
維
持
し

よ
う
と
七
て
い
る
借
地
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

更
新
料
の
支
払
い
は
借
地
人
と
の
間
の
信
頼
関
係

か
ら
生
ま
れ
る
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
。

一
九
九
五
年
版

申
込
み
受
付
け
中

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
左
記
要
領
に
て
、
　
「
全

仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
ご
注
文
は
お
早
め
に
。

内
容

サ
イ
ズ
定
価

申
込
先

三
帰
依
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門
聖
日
、

加
盟
団
体
役
員
住
所
録
そ
の
他

9
×
4
m

　
　
ユ
　
　

七
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四

　
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
全
仏
手
帳
係

一5一
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際
V
国

事務局長有馬実成師（58歳）

1994年11月1日

　
シ
リ
ー
ズ
の
第
二
回
目
は
S
V
A
1
1
曹
洞
宗
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
松
永
然
道
会
長
）
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
S
V
A
は
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年

に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
緊
急
救
援
の
た
め
に
発
足

し
た
曹
洞
宗
東
南
ア
ジ
ア
難
民
救
援
会
議
を
前
身
と

し
、
一
九
入
｝
（
昭
和
五
六
）

　
　
　
　
　
　
　
”
　
蜘
…
　
帯
愈

年
、

難
民
の
自
立
援

　
　
　
　
師成実馬有

助
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
、
わ
が
国
の
仏
教
系

N
G
O
と
し
て
は
最
も
歴
史
と
実
績
の
あ
る
団
体
で

す
。
現
在
の
活
動
状
況
と
将
来
の
展
望
を
、
事
務
局

長
の
有
馬
実
成
師
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

一
　
現
在
の
活
動
状
況
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

有
馬
　
タ
イ
で
は
ス
ラ
ム
と
農
村
と
少
数
民
族
の
開

発
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ス
ラ
ム
に
は
近

代
化
の
過
程
で
生
じ
る
社
会
の
歪
み
が
凝
縮
し
て
い

ま
す
の
で
、
貧
困
・
人
権
・
人
間
ち
し
い
生
活
を
す

る
権
利
・
労
働
・
居
住
権
・
教
育
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
S
V
A
の
基
本
方
針
は
、
富
め

る
者
か
ら
貧
し
き
者
へ
と
い
う
形
で
援
助
を
す
る
の

で
は
な
く
、
そ
の
問
題
の
当
事
者
で
あ
る
ス
ラ
ム
の

人
た
ち
が
、
自
分
の
問
題
と
し
て
認
識
し
、
解
決
に

向
け
て
努
力
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ス
ラ
ム
の
人
た
ち
は
、
貧
し
い
農
村
か
ら
夜
逃
げ

し
て
き
た
人
た
ち
ば
か
り
で
す
か
ら
、
子
供
が
生
ま

れ
て
も
多
く
は
出
生
登
録
を
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

出
生
登
録
が
な
い
と
小
学
校
へ
入
れ
な
い
ん
で
す
。

そ
こ
で
タ
イ
の
N
G
O
が
頑
張
っ
て
幼
稚
園
の
卒
業

証
明
書
が
、
あ
れ
ば
出
生
登
録
が
な
く
て
も
学
校
へ

行
け
る
よ
う
に
制
度
が
変
わ
っ
た
ん
で
す
。

　
そ
こ
で
S
V
A
は
ス
ラ
ム
の
住
民
と
一
緒
に
、
子

供
た
ち
の
学
校
の
問
題
を
討
論
す
る
わ
け
で
す
。
大

人
た
ち
も
子
供
に
勉
強
さ
せ
て
や
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
何
と
か
学
校
へ
行
か

せ
て
や
り
た
い
。
と
こ
ろ
が
出
生
登
録
を
し
て
い
な

い
。
で
も
幼
稚
園
の
卒
業
証
書
が
あ
れ
ば
行
か
れ

る
。
そ
れ
な
ら
幼
稚
園
を
作
ろ
う
と
い
う
話
に
な

る
。
し
か
し
幼
稚
園
を
建
て
る
お
金
が
な
い
。
だ
っ

た
ら
自
分
た
ち
の
労
力
奉
仕
で
建
て
よ
う
。
そ
れ
な

ら
ば
材
料
費
は
S
V
A
が
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
う

し
て
初
め
て
、
S
V
A
と
住
民
の
二
人
三
脚
が
始
ま

る
。
こ
う
い
う
や
り
方
な
ん
で
す
。

　
他
に
も
東
北
タ
イ
の
農
村
開
発
や
、
北
部
の
少
数

民
族
の
伝
統
文
化
保
存
な
ど
の
重
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
あ
り
ま
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
職
業
訓
練
と
教
育
支
援
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
特
に
出
版
の
仕
事
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
虐
殺
と
と
も
に
ほ

と
ん
ど
の
書
物
が
焼
か
れ
、
出
版
文
化
が
破
壊
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
印
刷
所
を
作
り
、
訓
練
生
を
集
め
て

職
業
訓
練
を
や
っ
て
い
る
の
で
す
。
同
時
に
教
育
復

興
の
た
め
に
基
本
図
書
の
印
刷
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
盛
ん
に
仏
教
復
興
を
や
っ
て
い
ま
す
が
、

最
近
に
な
っ
て
出
家
し
た
若
い
お
坊
さ
ん
が
勉
強
し

よ
う
に
も
、
先
生
が
い
な
い
、
仏
教
書
が
な
い
と
い

う
現
状
な
ん
で
す
。
各
地
に
僧
侶
養
成
学
校
が
建
て

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
使
う
教
科
書
や
教
材
を

私
た
ち
が
復
刻
・
印
刷
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
国

の
大
蔵
経
の
復
刻
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ラ
オ
ス
は
、
こ
れ
ま
た
た
い
へ
ん
な
国
な
ん
で
す

が
、
い
ま
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
図
書
館
教
育
と

ガ
リ
版
の
普
及
な
ん
で
す
。
教
師
が
使
う
教
科
書
さ

一6一
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え
足
り
な
い
国
で
す
か
ら
、
ガ
リ
版
で
も
っ
て
教
科

書
や
学
校
独
自
の
教
材
を
作
ろ
う
と
い
う
こ
と
な
ん

で
す
。
先
生
は
み
ん
な
熱
心
で
す
よ
。
た
だ
国
自
体

に
教
師
を
養
成
す
る
機
関
と
か
、
教
育
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
か
が
未
成
熟
で
す
か
ら
、
み
な
手
探
り
で
や

っ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
ね
。

1
　
会
員
や
ス
タ
ッ
フ
は
ど
の
く
ら
い
お
ら
れ
る

の
で
す
か
。

有
馬
　
会
貝
は
二
千
六
百
人
く
ら
い
で
す
。
各
地
方

に
支
部
を
作
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
七
～
入
支
部
で

す
。
他
に
地
方
の
核
に
な
る
人
が
数
十
詠
い
て
、
各

地
区
の
拠
点
作
り
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
東
京
の
ス
タ
ッ
フ
が
十
七
～
入
人
、
海

驚
響
’

難1羅難懸外藩1羅懸

　ラオスの農村で図書館活動のため、紙芝居をするSVAスタ

」
「
、
P

外
事
務
所
に
派
遣
し
て
い
る
の
が
十
五
人
い
ま
す
。

そ
れ
に
現
地
の
国
の
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
何
人
も
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
専
従
で
す
の
で
有
給
で

す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
私
た
ち
の
ス
タ
ン
ス
は
一
方
的
な
援
助
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
現
地
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

が
た
い
へ
ん
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
複
数
の
N
G
O
と
協
力
関
係
に
あ
り
ま
す
。

一
　
将
来
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

有
馬
　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
よ
。
一
つ
に
は
活
動
地

域
を
広
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
の

よ
う
に
、
S
V
A
の
も
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
直
ち

に
活
か
せ
る
国
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
二
つ
に

は
活
動
を
支
え
る
会
員
を
も
っ
と
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
三
つ
に
は
私
た
ち
の
活
動
も
、
こ
こ

ま
で
く
る
と
社
会
的
責
任
が
生
じ
て
く
る
と
思
う
ん

で
す
。
そ
こ
で
法
人
化
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
人
材
育
成
で
す
。
も
は
や
個
人
の
情
熱
だ

け
で
は
責
任
が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
決
定
か
ら
評
価
な
ど
の
、
専
門
的
な
ス

タ
ッ
フ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
計
画
的
に
や
ら
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
北
か
ら
南
へ
と
い
う
一
方
通
行
は
も
う
終

わ
り
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
日
本
人
こ
そ
N
G

O
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
も
っ
と
あ
の
ア
ジ
ア
の
人

た
ち
の
元
気
さ
を
学
ぶ
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
で
す
か
ら
、
タ
イ
の
農
村
あ
た
り
に
ア
ジ
ア
研

修
道
場
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

1
　
仏
教
界
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

有
馬
　
日
本
の
仏
教
学
も
国
際
交
流
が
盛
ん
で
す

が
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
国
の
サ
ン
ガ
の
上
層
部
の

人
と
し
か
会
っ
た
り
し
ま
せ
ん
ね
。
私
も
曹
洞
宗
の

山
口
県
の
一
僧
侶
で
す
が
、
仏
教
が
い
ち
ば
ん
生
き

て
る
の
は
、
も
っ
と
草
の
根
の
、
名
も
な
き
農
村
で

村
人
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
る
お
坊
さ
ん
た
ち
な
ん

で
す
よ
。
タ
イ
の
開
発
僧
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
や
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
ア
リ
ヤ
ラ
ト
ネ
の
サ
ル
ポ
ダ
ヤ
の
農

村
開
発
な
ど
は
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
よ
。

　
仏
教
は
こ
う
い
う
活
動
を
す
る
の
に
最
も
近
い
距

離
に
あ
る
ん
で
す
。
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
自
然

や
他
の
国
の
民
族
と
共
生
し
て
い
く
、
少
欲
知
足
の

考
え
方
を
ど
う
実
践
し
展
開
し
て
い
く
か
が
、
仏
教

者
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
坊
さ
ん
が
豊
か
さ
を
満
喫
し
て
、
そ
れ
で
幸

せ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
は
だ
め
で
す
よ
。

、、

齡
ﾊ
会
員

一、

w
生
会
員

団
体
会
員
〆

内
郵
便
振
替

、
曹
洞
宗
国
際
ボ
ラ
ン

〒
珊
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
一
士
ご
入
一
五

智
σ
三
「
三
九
、
四
五
1
σ
九
八
一
、

年
会
費
一
ご
一
ヤ
」
○
○
○
円
一

年
会
費
・
　
五
、
○
○
○
、
円
℃

年
会
費
ザ
三
〇
、
σ
○
○
円
一

○
〇
一
五
〇
－
九
「
六
一
七
二
四

　
　
　
　
　
　
　
テ
ィ
ア
会

一7一
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税
制
改
正
翼で

治自

謹民

事党
長

名へ

で要
奮望

　
本
会
は
、
平
成
七
年
度
税
制
改
正
の
審
議
に
あ
た

り
、
十
月
十
四
日
付
け
で
、
左
記
の
「
要
望
書
」
を

自
由
民
、
王
党
政
務
調
査
会
、
全
国
組
織
委
員
会
あ
て

に
提
出
し
た
。
要
望
書
の
要
旨
は
以
下
の
と
お
り
。

婁
望
事
項
】

　
（
｝
）
公
益
法
人
等
の
預
貯
金
等
よ
り
生
ず
る
果

　
　
　
　
実
に
対
す
る
非
課
税
制
度
の
堅
持

　
（
二
）
公
益
法
人
等
の
営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の

　
　
　
　
不
拡
大

　
（
三
）
公
益
法
人
等
の
営
む
収
益
事
業
に
対
す
る

　
　
　
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
及
び
損
金
算
入
限

書

　
　
　
　
度
額
の
引
き
上
げ

【
理
由
】
　
（
要
旨
）
宗
教
法
人
が
本
来
、
人
心
の
安

定
を
は
か
り
、
教
育
、
文
化
、
社
会
福
祉
、
そ
の
他

公
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
心
の
救

い
の
構
造
と
し
て
宗
教
が
存
在
す
る
以
上
、
当
然
の

帰
結
で
ご
ざ
い
ま
す
。
宗
教
法
人
法
第
六
条
を
ま
つ

ま
で
も
な
く
、
宗
教
法
人
が
営
む
収
益
事
業
は
、
本

来
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
活
動

を
円
滑
な
ら
し
め
る
た
め
の
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
る
に
、
宗
教
法
人
へ
の
課
税
強
化
は
、
そ
の

活
動
を
縮
小
さ
せ
、
精
神
文
化
の
高
揚
に
著
し
い
支

美
璽
豊
務
《
局
興
録
募
溺
≦

　
　
1
十
月
1

五四三
日日日

　
六
日

　
七
日

　
八
日

＋
三
日

ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会

日
韓
仏
教
文
化
交
流
大
会
出
席

故
正
力
松
太
郎
氏
・
令
夫
人
法
要
参
列

浄
土
宗
三
山
賀
寿
の
集
い
出
席

局
内
会
議

理
事
会

四
仏
大
会
準
備
委
員
会

天
台
座
主
伝
燈
相
承
式
参
列

同
宗
連
教
団
行
政
責
任
者
研
修
会
出
席

一
九
九
四
年
十
一
月
一
日
発
行

　
　
十
一
月
号
　
第
四
〇
三
号

士
一
百

＋
四
日

＋
入
日

　
二
＋
日

二
＋
一
日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

二
＋
七
日

二
十
入
～
二
十
九
日

三
＋
一
日

法
律
相
談
室

自
民
党
へ
税
制
改
正
の
要
望
書
提
出

慈
雲
影
師
鎭
仰
大
法
悪
露
警

語
貴
山
真
言
宗
管
長
晋
山
式
参
列

同
和
委
員
会

「
日
宗
連
」
理
事
会
出
席

局
内
会
議

包
管
研
（
京
都
）
出
席

法
律
相
談
室

　
　
　
　
同
和
研
修
会

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

教
化
セ
ミ
ナ
ー

発
行
人
　
白
　
幡
　
憲
　
佑
　
　
発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全

日

障
を
き
た
す
と
共
に
、
宗
教
そ
の
も
の
の
存
在
す
ら

危
う
く
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
も
と
よ
り
、
国
家
財
政
に
協
力
す
る
こ
と
は
宗
教

法
人
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
も
し

「
税
制
改
正
」
の
名
の
も
と
に
課
税
強
化
が
は
か
ら

れ
る
な
ら
、
憲
法
に
保
証
さ
れ
て
い
る
「
信
教
の
自

由
」
、
「
政
教
分
離
」
の
原
則
を
国
家
権
力
が
脅
か
す

こ
と
に
な
る
こ
と
を
懸
念
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の

よ
う
な
税
制
改
正
は
、
宗
教
者
と
し
て
絶
対
に
容
認

で
き
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
税
制
改
正
に
あ
た
り
、
宗
教
法

人
の
特
性
及
び
歴
史
的
慣
習
を
十
分
勘
酌
さ
れ
、
ご

審
議
下
さ
い
ま
す
よ
う
切
に
要
望
申
し
上
げ
ま
す
。

『
…
ー
ー
；
棄
一
も
一
…
一
角
一
も
一
…
一
…
一
…
」
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